
平成２９年度

　

事業報告

　

昨年度に引き続き、 今年度も度重なる豪雨や台風などの自然災害に見舞われ、 県内

でも日田市を中心に畜産関係にも大きな被害を受け、 本協会も農畜産業振興機構の事

業の周知や活用を積極的に支援し、 被災農家が円滑に復旧、 復興に取り組んでいただ

けるよう努めてきたところであります。

　

また、 一昨年の流行期には全国各地で多発した高病原性鳥インフルエンザは、 昨年

１１月以降は野鳥で主に発生し、 家きんでは香川県の１例の発生でしたが、 今後更に

防疫体制、 生産者自らが衛生対策を強化していく必要があります。

　

さて、 畜産を取り巻く情勢は、 国際的にはアメリカが離脱したものの昨年１１月に

「包括的及び先進的な環太平洋パートナーシップ協定（ＴＰＰＩＩ）」が大筋合意し、

３月には調印が行われるとともに、 「日ＥＵ・経済連携協定 （ＥＰＡ）」 も昨年１２

月に妥結するなど、 新たな局面を迎えています。 また、 国内では依然として畜産物価

格は総じて堅調に推移していたものの、 戸数や生乳生産量が減少傾向にある中、 来年

度から始まる新たな加工原料乳生産者補給金制度の実効性や、 米政策の転換による稲

ＷＣＳや飼料米の供給への影響など、 畜産農家への影響が懸念されています。

　

このような状況の中、 畜産は本県農業の３５％を占める重要な品目であることか

ら、 当協会は、 県、 市町、 農協等関係機関の協力をいただきながら、 生産者の経営支

援対策、 価格安定対策、 家畜衛生対策として各種事業に取り組みました。

　

経営支援対策では、 畜産コンサルタント委託事業について県振興局等関係機関との

推進体制を見直し、 集団的指導の強化に努めるとともに、 生産者の収益性の向上を図

るため、 畜産クラスター関連事業をはじめ肉用牛経営安定対策補完事業や協会の豊後

牛増頭チャレンジ推進事業など、 各種機械や肉用繁殖雌牛の導入のための支援を行

い、 生産基盤の強化に努めてきました。

　

価格安定対策では、肉用子牛生産者補給金制度、肉用牛肥育経営安定特別対策事業、

養豚経営安定対策事業を実施する中で、 子牛市場価格は２８年１２月市場をピークに

やや下落しているものの、 依然として高値で推移しており、 肉用子牛については補填

金の交付はありませんでした。 一方、 肥育牛では牛マルキンの肉専用種の地域算定に



おいて、 ７月に本県が全国で初めて補填を発動して以降継続発動されており、 交雑種

では、 ２８年１１月に、 乳用種では２８年の７月以降補填金を交付しており、 本年度

は全畜種で ８，４３５ 頭に ３６７，３６８ 千円の補填金を交付し肥育生産者の支援を行いまし

た。

家畜衛生対策では、 口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザ等海外悪性伝染病に対する

予防・啓発活動に取り組むとともに、ワクチン接種等により家畜の損耗防止を推進し、

経営の安定を図るとともに、飼養衛生管理基準の遵守など関係機関と連携して自衛防

疫の推進を図りました。 特に、 飼養衛生管理の向上を目指す生産者に対し、 農場

ＨＡＣＣＰ認証支援地域強化促進事業により、 制度の普及並びに認証取得に向けた支援

を行いま した。

　

その他、 種牛の部では内閣総理大臣賞を受賞するなど優秀な成績を収めた 「第１１

回全国和牛能力共進会」 への参画や、 大分県農林水産祭の一環行事として第７８回大

分県畜産共進会、 畜産フェスタ等を開催し、 畜産振興並びに畜産物の消費拡大をはじ

め、 畜産に対する理解の醸成に取り組んでまいりました。

　

本協会の運営は、 国、 県の補助事業や家畜飼養頭数の減による手数料等の減少で厳

しい運営状況ではありますが、 新規事業や事業推進による事業量の拡大に取り組むと

ともに、 運営経費の削減に努め、 公益法人としての役割を果たすため、 役職員一丸と

なって努力 してまいりました。



本協会の運営状況

１． 役員会の開催

区

　

分 開催月日 主要議決事項 出席人員 備考
監事会 平成２９年

　

５月 ２９日 平成２８年度事業及び収支決算の監査 監事３名

理事会 平成２９年

　

６月

　

１日 （１） 基本財産の処分に係る承認について

（２） 家畜畜産物衛生指導事業業務規程の

　　

一部改正について

（３） 就業規則並びに育児・介護休業規程

　　

の一部改正について

（４） 平成２８年度事業報告、 貸借対照表

　　

正味財産増減計算書及び財産目録の

　　

承認について

（５） 役員の改選 （案） について

（６） 平成２９年度第１回通常総会の開催

　　

並びに提出議案の承認について

理事９名

監事１名

理事会 平成２９年

　

６月 ２６日 （１） 会長の選定について

（２） 専務理事の選定について

理事８名

監事３名

理事会 平成２９年

　

８月

　

２日 （１） 理事の選任 （案） の承認について

（２） 就業規則の一部改正について

（３） 臨時総会の開催並びに提出議案の承

　　

認について

理事１２名

監事

　

１名

理事会 平成２９年１１月 ２０日 （１） 理事辞任に伴う補欠選任（案）につい

　

て

（２） 平成２９年度第２回臨時総会の開催

　　

並びに提出議案の承認について

省略決議
理事１４名

監事

　

３名

書面

監事会 平成２９年１１月 ２９日 平成２９年度上半期監査 監事３名

理事会 平成３０年

　

３月

　

１日 （１） 肉用子牛生産者補給金制度業務規程

　　

の一部改正について

（２） 肉用子牛生産者補給金制度における

　　

生産者積立準備金の返還不能者に対

　　

する対応について

（３） 給与規程の一部改正について

（４） 平成２９年度補正予算（案）の承認に

　　

ついて

（５） 平成３０年度会員会費負担額及び徴

　　

収期日の承認について

（６） 平成３０年度役員報酬の承認につい

　

て

（７） 平成３０年度予防接種事業標準対価

　　

について

理事１１名

監事

　

０名



（８） 平成３０年度事業計画及び収支予算

　　

（案） の承認について

（９） 資産等の預入先及び運用取引先の承

　　

認について

（１０） 借入金の最高限度額及び借入先金融機

　　

関等の承認について

（１１） 育児休業規程の一部改正について

（１２） 理事の選任 （案） について

（１３） 平成２９年度第２回通常総会の開催並

　　

びに提出議案の承認について

２． 通常総会の開催

第１回

開

　

催

　

月

　

日

　

・

　

開

　

催

　

場

　

所 平成２９年６月１６日・レンブラントホテル大分

総

　

会

　

日

　

現

　

在

　

会

　

員

　

数

　

（Ａ） ４８会員

出席会員数

実出席会員数（Ｂ） 会員

　

１２ （出席率Ｂ／Ａ

　

２５． ０％）

書面による出席会員数 会員

　

３３

計（Ｃ） 会員

　

４５ （出席率Ｃ／Ａ

　

９３． ８％）

主要議案及び議決事項

　　　　

（１） 基本財産の処分に係る承認について

　　　　

（２） 平成２８年度事業報告、貸借対照表、正味財産増減計算書及び財産目録の承認につい

　

て

（３） 役員の改選について

第２回

開

　

催

　

月

　

日

　

・

　

開

　

催

　

場

　

所 平成３０年３月 ２７日・全農大分３階

　

３０１会議室

総

　

会

　

日

　

現

　

在

　

会

　

員

　

数

　

（Ａ） ４８会員

出席会員数

実出席会員数（Ｂ） 会員

　　

８ （出席率Ｂ／Ａ

　

１６． ７％）

書面による出席会員数 会員

　

３６

計 （Ｃ） 会員

　

４４ （出席率Ｃ／Ａ

　

９１． ７％）

主要議案及び議決事項

（１） 平成２９年度補正予算 （案） の承認について

（２） 平成３０年度会員会費負担額及び徴収期日の承認について

（３） 平成３０年度役員報酬の承認について

（４） 平成３０年度事業計画及び収支予算 （案） の承認について

（５） 資産等の預入先及び運用取引先の承認について

（６） 借入金の最高限度額及び借入先金融機関等の承認について

（７） 理事の選任について



３． 臨時総会の開催

第１回

開

　

催

　

月

　

日

　

・

　

開

　

催

　

場

　

所 平成２９年８月 ２４日・大分県農協本店

　

３階

総

　

会

　

日

　

現

　

在

　

会

　

員

　

数

　

（Ａ） ４８会員

出席会員数

実出席会員数（Ｂ） 会員

　

１３ （出席率Ｂ／Ａ

　

２７． １％）

書面による出席会員数 会員

　

３３

計 （Ｃ） 会員

　

４６ （出席率Ｃ／Ａ

　

９５． ８％）

主要議案及び議決事項

　　　　

（１） 理事の選任 （案） について

第２回

開

　

催

　

月

　

日

　

・

　

開

　

催

　

場

　

所 平成２９年１２月 ２０日・大分県農協本店

　

３階

総

　

会

　

日

　

現

　

在

　

会

　

員

　

数

　

（Ａ） ４８会員

出席会員数

実出席会員数（Ｂ） 会員

　　

９ （出席率Ｂ／Ａ

　

１８． ８％）

書面による出席会員数 会員

　

１１

議決権行使 △呂

計（Ｃ） 会員

　

４５ （出席率Ｃ／Ａ

　

９３． ８％）

主要議案及び議決事項

　　　　

（１） 理事の選任 （案） について

４． 会員の状況
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５． 役員の状況

＼＼てき！区

　

別

前年度末
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年

　

度
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任
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年

　

度
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任

本年度末
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在

備

　　

考

常勤理事 ｌ ０ ０ ｌ

非常勤理事 １３ ６ ６ １３

非常勤監事 ３ Ｉ Ｉ ３

計 １７ ７ ７ １７



６． 従業員の状況

異

　

動 前年度末

現

　　

在

本年度末

現

　

在

増

　

減

男 女 計 男 女 計 男 女 計

職

　　　

員 ３ ２ ５ ５ ２ ７ ２ ２

嘱託（常勤） ５ ０ ５ ４ ０ ４ △１ △１

臨時事務員 ０ ２ ２ ０ ０ ０ △２ △２

パート職員 ０ ５ ５ ０ ５ ５

計 ８ ９ １７ ９ ７ １６ Ｉ △２ △１

７． 平成２９度主要行事等

月

　　　

日 内

　　　　　　　　　　　　

容 場

　　

所

４月 １８日 大分畜産ネット“鼓動” 通常総会 大分市

４月 ２０日 ゆめネットおおいた

　

通常総会 由布市

５月１３日 県畜産共進会

　

全体会議 大分市

５月 １５日 畜産協会

　

事業説明会 大分市

５月 ２９日 監事決算監査 大分市
６月

　

１日 第１回

　

理事会 大分市

６月 １６日 第１回

　

通常総会 大分市

６月 ２０日 全国肉用牛振興基金協会通常総会 東京都

６月 ２１日 中央畜産会通常総会 東京都

６月 ２６日 第２回

　

理事会 大分市

６月 ２９日 人権啓発リーダー研修 大分市

　　　　

７ 月

　　

３日 大分県豊後牛生産者組織連絡協議会

　

総会 大分市

７月

　　

７日 地方競馬全国協会

　

監査 大分市

７月 １３日 ～ １４日 家畜畜産物衛生指導業務九州ブロック協議会 熊本県

７月 ２０ 日～ ２１ 日 畜産特別資金等指導推進事業九州ブロック会議 長崎県

８月

　　

２日 第３回

　

理事会 大分市

８月 ２４日 第１回

　

臨時総会 大分市

９月 ５ 日～ １ １日 第１１回全国和牛能力共進会

　

宮城大会 宮城県

１０月 ５日 ～ ６日 マルキン事業九州ブロック会議 鹿児島県

１０月

　　

７日 第７８回大分県畜産共進会

　

肉牛の部 豊後大野市

１０月 １４日 第７８回大分県畜産共進会

　

肉用牛の部 別府市

１０月 １４日 ～１ ５日 大分県農林水産祭 畜産フェスタ 別府市

１０月 １７日 ～ １ ８日 肉用子牛補給金制度九州ブロック会議 沖縄県

１０月 ２５日 第７８回大分県畜産共進会

　

乳用牛の部 大分市

１ １月 １６日 ～１ ７日 畜産経営指導九州ブロック会議 福岡県

１１月 ２０日 第４回

　

理事会 〔省略決議〕 大分市

１１月 ２９日 上半期監事監査 大分市

１１月 ３０日～１２月 １日 九州ブロック専務・事務局長会議 福岡県



１１月３０日～１２月 １日 九州ブロック経理事務担当者会議 福岡県

１１月 ３０日～１２月 １日 全国優良畜産経営管理技術発表会〔日田市 岩見牧場〕 東京都

１２月 ２ ０日 第２回

　

臨時総会 大分市
２月

　　

３ 日～

　

４日 畜産協会事務所

　

移転 大分市

２月１３日～ １４日 全国肉用牛振興基金協会

　

現地指導 大分市

３月

　

１日 第５回

　

理事会 大分市

３月１２日～ １ ３日 管理責任者研修会 東京都

３月 ２ ７日 第２回通常総会 大分市



８．会員の状況
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１３日

　　

出

　

町 １３ １３０ ０ ０ ０ ０ １３０

１４玖

　

珠

　

町 １７１ １’７１０ ０ ０ ０ ０ １，７１０

１５九

　

重

　

町 １５２ １，５２０ ０ ０ ０ ０ １，５２０

１７豊後高田市 １１ １１０ ０ ０ ０ ０ １１０

１８杵

　

築

　

市 ７１ ７１０ ０ ０ ０ ０ ７１０

１９別

　

府

　

市 ＩＳ １６０ ０ ０ ０ ０ １６０

２０大

　

分

　

市 ４８ ４８０ ０ ０ ０ ０ ４８０

２１由

　

布

　

市 １４８ １，４８０ ０ ０ ０ ０ １，４８０

２２臼

　

杵

　

市 ２４ ２４０ ０ ０ ０ ０ ２４０

２３津久見

　

市 ２ ２０ ０ ０ ０ ０ ２０

２４佐

　

伯

　

市 ３９ ３９０ ０ ０ ０ ０ ３９０

２５ 豊後大野市 ３０３ ３，０３０ ０ ０ ０ ０ ３，０３０

２６ 竹

　

田

　

市 ３２７ ３，２７０ ０ ０ ０ ０ ３，２７０

２７日

　

田

　

市 ５８ ５８０ ０ ０ ０ ０ ５８０

２８中

　

津

　

市 ３５ ３５０ ０ ０ ０ ０ ３５０

２９宇

　

佐

　

市 １０２ １．０２０ ０ ０ ０ ０ １，０２０

３１ ぺつぶ日出 ７９ ７９０ ２ ２０ ０ ０ １２０ ９３０

３３九重町飯田 １８１ １，８１０ ０ ０ ０ ０ ６０ １，８７０

３４下

　　

郷

　　　

〃 １１ ｌｆｏ ０ ０ ０ ０ ６０ １７０

３５（公社）全国和牛登録協会

　

大分県支部 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６０ ６０

　

３６

　

餐

　　　　　　

玉

　　　　　　　　　　　

江

　　　　　　

′・

　　

ロ

＾“

　　

．

　　　　　　

脚四 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６０ ６０

　

３６

　

３７

＾“

　　

．

　　　　　　

脚四

　

．

　　　

ハ

　　

．ｂ

　　　　　　　　　　　　

．↓

　　

＾
′^」

　　　　　　

ＵＷＡ

　　

０ ０ ０ ０ ０ ０ ６０ ６０

３８
一３９
一４０

県中央豚鶏疾病対策協議会

県南地域豚病対策協議会

県西地区

０
ー
０
ー０

０
ー０
ー
０

０

０

０

０

０

０

３１７

３９７

１０５

３，１７０

３，９７０

１，０５０

３，１７０

３，９７０

１，０５０

４１ 県北

　　　　　

〃 ０ ０ ０ ０ ３４７ ３，４７０ ３，４７０

４ 県西地区 ０ ０ ０

　　

０ １０６ Ｌ０６ １，０６０

４４県北 ０ ０ ０

　　

０ ２９ ２，９１ ２，９１０

　

４５ 病対策協議会

　　

０ ０ ０

　　

０ １２ １２ １２０

　

４５

　

４６県南 ０ ０ ０

　　

０ ５５ ５５０ ５５０

　

４７

　

、

　　　　　　　　　　　

′′

県西

　　　　　

〃 ０ ０ ０

　　

０ ３ ３７０ ３７０

４８県北 ０ ０ ０

　　

０ Ｉ ＩＱ０ １０

ｒ替助会員】
ｆエイヱイ北九州くみあい飼料株式会社ｌ ０

　　　　

５０ ５００１

　　

０ ｏ１

　　　

５００１

　　

１，ｏｏ

総

　

△

　

計

　　　　

１

　

２１，ｏ５９ ２１０，５９０

　　

１，６２８ １６，２８ｏ１

　

５，１３７ ５１，３７０１

　　　

６，８１０１

　

２８５，ｏ５

正

　

会

　

員

　　　　

４８

賛

　

助

　

会

　

員

　　

１



（経営支援課）

１． 肉用牛‘

　

営肉用牛経営安定対策補完事業

　　

肉用牛生産基盤の強化に向けて、肉用牛優良繁殖雌牛の導入や農家の高齢化等に対応する

ためのヘルパー活動の支援を行い、 本県肉用牛の増頭を促進した。
区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 ６１，３１２，５５３ ５２，７０５，１７４

（１） 肉用牛生産基盤強化対策事業

　

１）中核的担い手育成増頭推進

　　　

県内の肉用牛経営が優良な繁殖雌牛を計画的に増頭した場合に、増頭実績に応じた奨

　　

励金として４１０頭に対して３８，５８０，０００円 （１頭当たり８０，０００円 （１２１頭）、 育種価要

　　

件の高い牛には１００，０００円 （２８９頭）） の補助金を交付し、 本県肉用牛の増頭を促進し

　　　

た。

（単位：頭、 円）

事

　　

業

　　

実

　　

施

　　

者
計

　　

画 実

　　

績

頭数 金

　

額 交付頭数 交付金額

大分県
農業協
同組合

東部事業部 （国東） ２２ １，９６０，０００ ２２ １，９２０，０００

東部事業部 （杵築） ９ ８００，０００ ７ ６６０，０００

東部事業部 （山香） ５６ ５，５２０，０００ ５５ ５，４２０，０００

中西部事業部 （由布） １９ １，８２０，０００ １５ １，４６０，０００

部事業部 （日田）

　　　　

１９

　

１，６６０，０００ １６ １、５４０、０００

南部事業部 （佐伯ほか） ２４ ２．１４０，０００ ２７ ２、４００，０００

豊肥事業部 （豊後大野） １４ １，３８０，０００ １７ １，６４０，０００

豊肥事業部 （竹田） １５４ １４，３８０，０００ ９８ ９，３６０，０００

北部事業部 （豊後高田） ３６ ３，３４０，０００ ３６ ３，３４０，０００

北部事業部 （宇佐） ２４ ２，１８０，０００ ２０ １，８６０，０００

北部事業部 （中津） ３２ ２，９６０，０００ ２６ ２，４２０，０００

小

　　

言十 ４０９ ３８，１４０，０００ ３３９ ３２，０２０，０００

べっぷ日出農業協同組合 ８ ７００’０００ ８ ７００’０００

玖珠九重農業協同組合 ４５ ４，０００，０００ ４３ ３，９４０，０００

九重町飯田農業協同組合 １７ １、６００、０００ １４ １，３４０，０００

下郷農業協同 組合 ７ ６８０，０００ ６ ５８０，０００

合

　　

計 ４８６ ４５，１２０，０００ ４１０ ３８，５８０，０００

２）優良繁殖雌牛導入支援

　　

繁殖雌牛飼養頭数の維持・拡大を図るため、導入計画に基づき、生産者集団等が雌牛

　

を購入し、一定期間自ら飼養する場合、又は雌牛を購入し、農業者、公共牧場、農事組

　

合法人を含む農業生産法人に対し、 一定期間貸し付ける場合の奨励金として３８頭の貸

　

付牛に対して１，９００，０００円（育種価要件の高い牛には、１頭当たり５０，０００円（３８頭））

　

の補助金を交付した。



（単位：頭、 円）

事

　　

業

　　

実

　　

施

　　

者
計

　　

画 実

　　

績

頭数 金

　

額 交付頭数 交付金額

大分県
農業協
同組合

中西部事業部 （日田） ２０ １’０００’０００ ７ ３５０，０００

豊肥事業部 （竹田） １５ ７５０，０００ ２１ １，０５０，０００

計

　　　

３５

　　　

１，７５０，０００ ２８ １，４００，０００

べっぷ日出農業協同組合 ｌ ５０，０００ ｌ ５０，０００

玖珠九重農業協同組合 １４ ７００’０００ ９ ４５０，０００

九重町飯田農業協同組合 ５ ２５０，０００ ０ ０

合

　　

計 ５５ ２，７５０，０００ ３８ １，９０００，０００

３）肉用牛ヘルパー推進

　　

農家の高齢化等に対応し、肉用牛生産の労働負担の軽減を図るため、利用組合が実施

　

する肉用牛ヘルパー活動の組織化、要員確保、傷病時等の際のヘルパー利用に係る互助

　

制度の推進等の活動を支援し、各肉用牛ヘルパ」利用組合の利用者に対して利用料金の

　

１／３（定休型） ～１／２以内で補助金を交付した。
（単位：円）

事

　　

業

　　

実

　　

施

　　

者
計

　

画 実

　

績

事業費 金

　

額 事業費 交付金額
久 住 地 域肉用 牛 ヘ ル パ ー 組合 ９，２５６，５００ ２，８１４，３６６ ８，７３７，８７５ ２，６８０，６８７

大 分 由 布 畜 産 サ ポ ー ト 組 合 ３，１５３，６００ ９７３，０９０ ２，７３８，８８０ ８４５，１２２

協議会

　

４，７２３，７００

　

２，１２６，９８０

　

３，８９０，４７６ ０

庄内町肉用牛ヘルパー利用組合 １，６６０，４００ ６９９，８００ １，４９８，４１０ ６３３，２２６

湯布院肉用牛ヘルパ」利用組合 １，２０８，３７５ ５６５，５４７ １，０３２，８７５ ４８４，２９７

合

　　

計 ２０，００２，５７５ ７，１７９，７８３ １７，８９８，５１６ ６，４１３，０２２

４）肉用牛振興推進指導

　　

中核的担い手育成増頭推進、優良繁殖雌牛導入支援及び肉用牛ヘルパ」推進の事業を

　

円滑に実施するための関係機関の調整、増頭確認、肉用牛ヘルパーの実態調査及び推進

　

指導を実施した。

（Ｚ 豊後牛増頭チャレンジ推進事業

　　

肉用牛の規模拡大による経営の安定や豊後牛の銘柄確立を推進すると共に、 地域の活性

　

化を図るため、肉用牛経営等が繁殖雌牛を増頭した場合に、 １頭当たり５０，０００円の奨励金

　

を３４４頭に対して１７，２００，０００円交付した。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）

畜産協会

　

奨励金 １７’０００’０００ １７，２００，０００



（単位：頭、 円）

事

　　

業

　　

実

　　

施

　　

者
計

　　

画 実

　　

績

頭数 金

　

額 交付頭数 交付金額

大分県
農業協
同組合

東部事業部 （国東） ６ ３００，０００ ｌｏ ５００，０００

東部事業部 （杵築） １１ ５５０，０００ ７ ３５０，０００

東部事業部 （山香） ２３ １，１５０，０００ ２０ １’０００’０００

中西部事業部（由布） ２２ １’ｌｏｏ’０００ １５ ７５０，０００

中西部事業部 （日田） １４ ７００’０００ １６ ８００，０００

南部事業部 （佐伯ほか） ２８ １，４００，０００ ２５ １，２５０，０００

豊肥事業部 （豊後大野） ２８ １，４００，０００ １７ ８５０，０００

豊肥事業部 （竹田） ９７ ４，８５０，０００ ９８ ４，９００，０００

北部事業部 （豊後高田） ３５ １，７５０，０００ ２４ １，２００，０００

北部事業部 （宇佐） ２８ １，４００，０００ １９ ９５０，０００

北部事業部 （中津） ２４ １，２００，０００ ２５ １，２５０，０００

小

　　

計 ３１６ １５，８００，０００ ２７６ １３，８００，０００

ぷ 出農業協同組合

　　　

１１

　　

５５０，０００ ８ ４００、０００

玖珠九重農業協同組合 ５２ ２，６００，０００ ４３ ２，１５０，０００

九重町飯田農業協同組合 １３ ６５０，０００ １１ ５５０，０００

下郷農業協同組合 ５ ２５０，０００ ６ ３００，０００

合

　　

計 ３９７ １７’０００’０００ ３４４ １７，２００，０００

３． 畜産特別資金等推進指導事業

　　　

畜産特別資金等借入者の早期経営改善に向け、関係機関と一体となって総合的な支援、指

導を実施した。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

補助金 ４，２００，０００ ３，９３９，７０６

実

　

施

　

事

　

項
人数
戸数

内

　　　　　　　　　　　

容

都道府県支援推
進協議会の開催

２回
（延べ３０

名）

大分県大家畜・養豚特別支援：人～△霊山員を参集し前年度事業実
施報告並びに本年度事業実施について協議した。また、中央支援
協議会と小文援鹸稀金との意見交換会を開催した。

融資機関への指
導・助言

４機関
畜特資金の制度、資金融通後の融資機関の役割と倍受者に対する
支援指導について助言指導を行った。

経営改善計画作
成・見直し計画作
成指導

７戸

肉用牛繁殖経営１戸、酪農経営５戸、養豚経営１戸の経営改善見
直し計画作成に関する支援・指導を行った。また、資金倍受希望
者が無かったため経営改善計画作成指導は０戸であった。

経営改善計画達
成指導

１７戸

肉用牛繁殖経営７戸、肉用牛肥育経営２戸、酪農経営４戸、養豚
経営１戸を対象に改善計画に対する達成状況や改善状況を確認し
指導を行った。 また、 指導モデルを構築するため酪農経営２戸、
肉用牛肥育経営１戸に対する濃密指導を行った。



借入者の経営改
善のための指導
資料作成

５０部

資金制度・経営改善指導内容並びに経営改善計画書システムの操
作方法に係る畜産特別資金等支援指導推進資料を作成し、融資機
関、 関係機関に配布した。

その他借入者へ
の指導事項

２０人

「経営改善に向けた支援指導の強化」をテーマに融資機関、関係
機関を対象に、 外部講師による経営改善計画書システム、 モニタ

リングシステム操作の研修会を開催した。

善計画書システムの操資金制度借入者の経営改

（単位：戸）畜産特別資金等借受延べ戸数
資

　　　

金

　　

名 肉用牛経営 酪農経営 養豚経営 合計

畜
産
特
別
資
金

大家畜活性 化資金 ２ ｌ

　　　

蛋 白

３

大家畜経営改善資金 ５ ．十十▲
６

大家畜特別支援資金 ４ ０ ４

養豚特別支援資金 ｌ ｌ

大家畜特別支援資金（新） ０ ｌ Ｉ

大家畜改善緊急支樗資金 ｌ ３ ４

畜産緊急支援資金 ５ ｌ ６

合

　　

計 １７ ７ エ ２５

４． 畜産経営技術指導事業（地域畜産支援指導等体制強化）

　　　

地方競馬全国協会の補助により県内畜産経営の支援強化を行い、地域畜産の活性化や安全

　　

で、 安定的な畜産物の供給に向けて以下の事業を実施した。

区

　　　

分 予算額（円） 決算額（円）

地方競馬全国協会

　

補助金 ７，８０１，０００ ７，８０１，０００

（１） 畜産経営の支援体制の強化を図る事業

　

１） 畜産経営改善のための推進事業

　　　　

畜産経営３５戸 （肉用牛経営２７戸、 酪農経営８戸） を対象に経営面・技術面から経

　　　

営改善指導、経営管理指導、生産技術指導を行い、畜産経営の改善・安定化を図った。

　

２） 畜産ネットワーク・担い手支援推進事業

　　　　

畜産に携わる男性・女性の畜産ネットワーク組織の会員が、 中核的な存在として地

　　　

域畜産を担っていくため、 会員間の交流や会員自らのスキルアップのための活動支援

　　　

を行った。

　

３）農業制度資金等活用推進指導事業

　　　　

公庫資金等の農業制度資金借受希望者に資金相談を行うとともに、 制度資金借入希

　　　

望経営１戸を対象に資金借入計画書等の作成支援を行った。
（２） 地域畜産の活性化、 安全かつ安定的な食の提供に資するための事業

　

１） 食育・地産地消推進事業

　　　　

畜産関係団体と連携し、 児童・教職員を対象に食育活動や畜産物を提供し、 畜産に

　　　

対する理解醸成と安全・安心な県産畜産物の消費拡大に向けた推進を行った。

　

２） 地域畜産交流フェア



　　　

一般消費者を対象に畜産に関する理解醸成、県産畜産物の消費拡大（広報活動含む。）

　　　

を推進するために、 大分県農林水産祭において生産者・県・関係機関と連携し畜産フ

　　　

ェスタを開催 した。

　

３） 畜産共進会開催事業

　　　　

大分県畜産共進会、 肉牛の部 （出品頭数５０頭）、 肉用牛の部 （出品頭数４１頭）、

　　　

乳用牛の部 （出品頭数５７頭） の３部門の開催支援を行った。

　

４） 飼養衛生管理農場認定支援事業

　　　　

地域ブランドの確立並びに安全な畜産物の生産に向け、 飼養衛生管理基準に基づい

　　　

た家畜の飼養管理等の認証取得を目指す畜産経営の支援を行った。

　

５）種畜精液保管譲渡推進事業

　　　　

豊後牛の生産基盤の確立及び豊後牛の銘柄確立のため、 県有種雄牛の精液保管譲渡

　　　

の支援を行った。

（３） 馬事・畜産普及啓発の推進体制の強化を図る事業

　

１） 地方競馬支援対策事業

　　　　

馬事・畜産普及啓発として、 佐賀競馬への冠レースの支援 （年１回） ・一般参加者

　　　

による競馬観戦ツアー （２回・延べ２５名） を開催した。

５． 畜産コンサルタント委託事業

　　　

肉用牛経営及び酪農経営に対して、経営診断による経営改善指導を行い、畜産経営の安定

　　

を図った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）

大分県

　

委託費 ２，７６３，０００ ２，７６３，０００

（１）畜産経営技術総合支援指導

　　

経営管理や生産技術の分析を行い、 改善項目をこっいて関係機関と連携をとり改善指導を

　

実施した。

　

１） 経営改善指導

　　　　

経営改善の必要な肉用牛経営６戸、 酪農経営２戸を対象に経営面・技術面からの経

　　　

営診断を実施し助言指導を行った。

　

２） 経営管理指導

　　　　

肉用牛経営１９戸、酪農経営２戸を対象に経営診断を行った。 また、酪農経営４戸を

　　　

対象にした酪農検討会に参画し助言指導を行った。

　

３） 生産技術指導

　　　　

肉用牛経営２戸を対象に生産技術の支援指導と経営診断に関する助言を行った。 ま

　　　

た、 幅広く農家の各種要望に応えていくため毎月開催される家畜市場において相談対

　　　

応を行った。



《対象経営戸数》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：戸）

肉用牛経営
酪農経営 合

　

計
繁殖 肥育

経営改善指導 ４ ２ ２ ８

経営管理指導 １８ ｌ ６ ２５

生産技術指導 ０ ２ ０ ２

合

　　

計 ２２ ５ ８ ３５

（２） 畜産情報の提供

　　　

ホ←ムページを充実し、 畜産農家が容易に利用できる情報や資料を整備し提供すると

　　

ともに、 消費者に向けて畜産等に関する情報を提供した。

貸付事業指導等事業

　　

畜産近代化リース協会の機械施設借受者１６戸（肉用牛経営１戸、酪農経営１５戸）に対し

　

て、機械施設２３台の保管状況の確認と管理状況の調査並びに適正な利用について指導を行っ

　

た。 また、 県内各農協に本事業の説明をするとともに、 新規利用推進を図った。

区

　　　

分 予算額（円） 決算額（円）

畜産近代化リース協会

　

委託費 ３２８，０００ ３２８，０００

７． 畜産関係団体調整機能強化事業

　　

（関係団体調整機能強化事業）

　　　　

畜産に携わる男性・女性の畜産ネットワ←ク組織会員の個々のスキルアップための研修会

　　

を開催した。 また、 県外の畜産経営者と交流をし、 自らの飼養管理技術のスキルアップを図

　　

るため、１１月に岡山県の視察研修を行った。

区

　　　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ２００，０００ ２００，０００

８． 日本政策金融公庫調査委託事業

　　

（公庫資金・地域農業支援事業）

　　

（株） 日本政策金融公庫の調査委託事業として、７月・１月の子牛市場（玖珠・豊肥） 及び畜

　　

産に携わる男性・女性ネットワーク組織の研修会において公庫資金の広報・相談活動を行った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）

日本政策金融公庫

　

委託費 １００’０００ １００’０００



公庫資金活用推進事業

公庫資金借入希望者１戸の資金借入計画書の作成支援を行った。
区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ５０，０００ ５０，０００

９

１０．

　

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業

　

（全国推進事業） 全国実態調査

　　　

（畜産クラスター全国推進事業）

　　　

畜産クラスターに係る取り組みを全国で推進するために必要な経営情報を収集するため、

　　

県内の先進的な肉用牛経営１０戸を対象に経営調査を行い中央畜産会に報告した。

区

　　　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ８００，０００ ７１４，４７７

１１．

　

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業 （全国推進事業） 改善効果

（畜産クラスター全国推進事業（改善効果））

　

畜産クラスタ←事業を活用し機械導入した肉用牛経営１戸を対象に導入前後の経営調査を

行い、 畜産クラスター事業活用の改善効果を検証し中央畜産会に報告した。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 １４２，０００ １４３，８００

１２．

　

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業 （機械導入事業）

　　　

地域を支える畜産農家の支援のため、各畜産クラスター協議会の策定したクラスター計画

　　

に基づき収益性の向上を図るために機械導入事業を推進し、 畜産経営の支援を行い、 大分県

　　

の機械導入事業の窓ロ業務として、 各申請書類を取りまとめた。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ３，３０３，０００ ２，９８９，０２２

要

　　　　　

望 採

　　　　

択

協議会数 経営体数 機械数 協議会数 経営体数 機械数

Ｈ２９第１回 １１ ５５戸． １０５台 ９ ３１戸 ４３台

Ｈ２９重点化枠 ２ ９戸 ２４台 ２ ９戸 ２４台

Ｈ２９第２回 ５ ２３戸
・ ３７台 ５ ９戸 １５台

虚実蓋事項１回数１人数１

　

． 搬

　

容

　　

１
全国会議

　　　　　　　

１回

　　　

１名

　　　

中央畜産会主催の事業説明会



県内説明会
２回 延べ９７名 全国会議において説明を受けた内容並びに要望調

査の各クラスター協議会、 行政、 各関係団体に対し

て県内説明会を行った。
機械導入状況調査
現地確認

３日 ４協議会
９取組主体

導入された機械装置の取組主体、リース事業者によ

る検収作業を補完するため、現地確認作業を実施。

１３．

　

畜産・酪農生産力強化対策事業

　

（家畜生産性向上対策事業）

　　　

（家畜生産性向上対策事業）

　　

酪農経営１０戸を対象に家畜生産性に係るデータ収集と、生産性向上のためのデータ分析、技

　

術指導を行った。

区

　　　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ８４７，６９２ ７５７，２１４

１４．

　

国産畜産物安心確保等支援事業 （家畜排せつ物利活用推進事業）

　　　

（家畜排せつ物利活用推進事業）

　　　

堆肥の円滑な流通を図るため、畜産経営（養鶏農家）、耕種農家（営農集団２組織）や関係機

　

関と堆肥の散布方法や堆肥製造技術についての意見交換会 （２回） を開催するとともに、 堆肥

　

散布時及び散布後の現地調査を行い畜産経営と耕種農家のマッチングを図った。

区

　　　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 １，２５０，０００ １，２４８，８８１

１５．

　

農場ＨＡＣＣＰ認証支援地域強化促進事業

　　　

（農場ＨＡＣＣＰ認証地域取組強化）

　　　

農場ＨＡＣ．ＣＰへの取組支援等による農場の育成を通じて、農場ＨＡＣＣＰ認証の広範か

　　

つ加速的な普及を図るため、 地域での指導体制を整備 し、 農場ＨＡＣＣＰの構築に取り組ん

　　

だ。 併せて、 これまでの事業成果で得られたモデル農場における課題の抽出と改善成果を活

　　

用し、 生産農場での衛生管理システム構築等、農場ＨＡＣＣＰの推進を図った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ２，７０２，２００ ２，２１１，５８９

大分県農場ＨＡＣＣＰ取組状況

農場ＨＡＣＣＰ認証取得 肉用牛１件、 採卵鶏１件、 養豚２件

農場ＨＡＣＣＰ推進取得 肉用牛３件、 乳用牛１件、 養豚１件、 採卵鶏２件



実

　

施

　

事

　

項 回

　

数 人

　

数 内

　　　　　　

容

①普及推進協議会

②地域取組促進活動

③構築指導意見交換

④構築指導事業

　

２回

　

１回

４ヶ所

延べ４７回

延べ９２名

　

３８名

延べ２２名

８農場

・生産者、行政、関係団体を対象に農場ＨＡＣＣＰ

概要、 作成演習

・生産者、行政、関係団体を対象に農場ＨＡＣＣＰ

の概要・取組事例研修会を開催

・各農場ＨＡＣＣＰ取組生産者の効果確認を行い、
次年度の課題、目標等の聞き取り

・農場ＨＡＣＣＰ認証取得・維持に向け、 講師を
派遣し、 農場 撒ＣＣＰ推進会議の開催

１６．

　

畜産農場ＨＡＣＣＰ認証取得推進事業

　　　

農場ＨＡＣＣＰへの取り組み支援等による農場の育成を通じて、 農場ＨＡＣＣＰ認証の広

　　

範かつ加速的な普及を図るため、 地域での指導体制を整備し、 農場ＨＡＣＣＰの構築に取り

　　

組 んだ。 併せて、 農場ＨＡＣＣＰ推進研修会の開催並びに普及・推進パンフレット等の作成

　　

を行った。

区

　　　

分 予算額（円） 決算額（円）

大分県

　

委託費 ４３８，０００ ３９１，５６８

実

　

施

　

事

　

項
部

　

数

回

　

数

人

　

数

戸

　

数
内

　　　　　　　

容

①推進研修会開催

②普及物・推進パンフ

レット作成

③認証農場へのフオ
ロ ーアッフｏ

１回

１００部

一式

２ヶ所

　

５４名

延べ６８名

・生産者、 行政、 関係団体に対して農場 眼ＣＣＰ

概要、 作成演習

・農場１拭ＣＣＰ概要、 取組事例集の作成

・農場入場に係る防護服等の購入

・農場ＨＡＣＣＰ認証取得農場に対するフォローア

ップ

１７．

　

酪農経営体生産性向上緊急対策事業（労働負担軽減事業）

　　　

（酪農経営体生産性向上事業）

　　　

酪農家の「働き方改革」を推進するため、楽酪応援会議の策定した楽酪応援計画に基づき

　　

酪農家の労働時間の短縮を図るために労働負担軽減・省力化等に資する機械導入事業を推進

　　　

し、 酪農経営の支援を行い、 大分県の機械導入事業の窓ロ業務として、 各申請書類を取りま

　　

と めた。



区

　　　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ３９５，６１８ ２８１，１８１

ー
テ － －瀞会議１

参加戸
誉
（戸）１採

半
数１

１８．

　

養豚経営安定対策補完事業（平成２９年度梅雨期豪雨に係る災害緊急支援）

　　　　

平成２９年の梅雨期 （６月 ７日～７月 ２７日）における豪雨及び暴風雨に伴う災害緊急支援

　　

のため、養豚経営１戸を対象に被害を受けた豚舎、 自動給餌機をはじめとした飼養管理の付

　　

帯施設・機械を適切に補改修し現状復帰を図るために必要な経費の一部を補助金交付した。

区

　　　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 １，９４２，０００ １，９４２，１５９

１９．

　

全国優良畜産経営管理技術発表会 （調査事業）

（全国優良畜産経営発表会調査費）

中央畜産会が主催する全国優良畜産経営管理技術発表会に県内の酪農優良経営事例を推薦

した。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　　

委託費 ８０，０００ ８０，０００

２０．

　

畜産共進会及び畜産フェスタ開催事業

　　　

大分県農林水産祭（第４１回大分県農業祭）の一環行事である第７８回大分県畜産共進会 御Ｊ

　　

府市・大分市・豊後大野市） の開催を支援した。

　　　

また、 牛肉、 豚肉、 鶏卵等畜産物の消費拡大を図るため、 大分県農林水産祭の一環行事で

　　

ある畜産フェスタの開催を支援した。

（１） 第７８回大分県畜産共進会の開催

区

　

分 肉牛の部
種畜の部

肉用牛の部 乳用牛の部

開催時期 １０月 ７日 １０月 １４日 １０月 ２５日

開催場所 豊後大野市 別府市 大分市

出品家畜 肉牛 肉用牛 乳用牛

頃数 頭

　　　

４１ 頭 ５７頭



（２） 畜産フェスタの開催

区

　

分 畜産フェスタ

開催時期 １０月

　

工４日‐１５日

開催場所 別府市

フェスタ

２１．

　

養豚協会、 養鶏協会等の活動支援

（団体事務委託）

経営支援課内に団体支援室を設け各団体の活動支援を行った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）

団体事務委託収入 １，０２６，０００ １，０２５，０８０

２２．

　

種豚登録業務

　　　

大分県養豚協会より業務委託を受け、日本養豚協会の規程に基づき種豚の改良増殖を推進

　　

するとともに、 養豚経営の生産基盤強化を図るために登録業務を行った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）

登記・登録料 ２５９，２００ １６７，９４０

主

　

な

　

種

　

別 実施予定頭数 実績頭数

黒豚生産農場認定 １施設 １施設

子

　

豚

　

登

　

記 ８０頭 ６９頭

種

　

豚

　

登

　

録 ２５頭 ６頭

系 統 種 豚登 録 １０頭 ０頭

２３．

　

情報活動事業

　　　

中央並びに県内における畜産に関する資料を収集し、関係者に対し情報提供を行うととも

　　

に、 中央畜産会が発刊する畜産コンサルタント誌・経営情報など参考資料等の斡旋を積極的

　　

に行っ た。

　　　

また、ホームページでは、畜産コンサルタント、経営相談窓口、資金制度、価格安定制度、

　　

衛生情報、 補助事業等の情報提供を行った。



（価格安定課）

１．肉用子牛生産者補給金制度

　

（業務対象年間：平成２７年度～平成３１年度）

平成２９年１月～１２月の年間通して全ての品種で子牛販売価格が高値で推移したため生産者
補給金の発動はなかった。

＜制度の仕組み＞

　

肉用子牛の価格が低落し、 保証基準価格を下回った場合に、 生産者に対し生産者補給金を交付
し、 肉用子牛生産の安定等を図ることを目的としている。

　

具体的には、 四半期毎に農林水産大臣が告示する肉用子牛の平均売買価格が保証基準価格を下
回った場合に、 その期間中に販売、 又は自家保留した肉用子牛に対し生産者補給金を交付する。

保証基準価格

×， ，。

　　

生

　　　　　　

×，０／，。

　　

生

　　　　　　　　

肉用子牛の平均売買価格産
者
補
　
金

産
者
補
給
金

目標価格

国

　

｛機構） から交付される

　　　　　

県畜産協会にあらかじめ
生産者補給交付金を財源

　　　　　　

積み立てた生産者積立金を財源

（１） 生産者補給金交付契約締結状況

契約区分
契

　　

約

　　

者

　　

数

２７年度 ２８年度 ２９年度 備

　

考

個

　　　　　　

人 １，２０６ １，２１５ １，２１７

農 ・

　　　　　

協

農

　　

協 ・

　

運

農事組合法人 ３ ３ ３

株

　

式

　

会

　

社 ５ ６ ７

有

　

限

　

会

　

社 １２ １２ １２

民

　

法

　

法

　

人

合

　　　　　　

計 １，２２６ １，２３６ １，２３９

（２） 事務委託契約締結状況

事務委託先
事

　

務

　

委

　

託

　

先

　

数

２７年度 ２８年度 ２９年度 備

　

考

Ｊ

　　

Ａ

　

農

　

協 ５ ５ ５

専

　

門

　

農

　

協 ２ ２ ２ 県酪、熊本

農

　　

協

　　

連 １１Ｎ
ｌ ｌ 全農大分県本部

そ

　　　

の

　　

他 Ｉ Ｉ ｌ 配合飼料基金

合

　　　　　　

計 ９ ９ ９



（３）契約肉用子牛個体登録頭数の内訳

＼、＼＼、＼＼、＼－－－＼、、、、

区

、、、＼

分

品種区分

平成２９年度 備考
１月１日～

　

３月３１日

４月１‐日～

　

６月３０日

７月１日～

　

９月３０日

１０月１日～

１２月３１日

１月～１２月

合

　

計

黒

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 ２，７８３ ２，６６８ ２，７６５ ２，８８６ ＩＬＩ０２

褐

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 ３ Ｉ Ｉ ５ ｌｏ

乳

　　

用

　　

種

　　

の

　　

品

　　

種 ８３５ ９２５ ４７６ １６２ ２，３９８

肉

　

専

　

用

　

種

　

と

　

乳

　

用

　

種
の

　　

交

　　

雑

　　

の

　　

品

　　

種
３７７ ２９８ ２３９ ２４１ １，１５５

合

　　　　　　　　　　　　　　　

計 ３，９９８ ３，８９２ ３，４８１ ３，２９４ １４，６６５

頭）

（４）保証基準価格と合理化目標価格
（単位：円）

品種区分 保証基準価格 合理化目標価格 備考
黒

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 ３３９，０００ ２８２，０００

褐

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 ３０９，０００ ２５９，０００

黒 毛 キロ 種 及 び 褐 毛 キロ 種
以 外 の

　

肉 専 用 種 の

　

品 種
２２１，０００ １５０，０００ 日本短角種等

乳

　　

用

　　

種

　　

の

　　

品

　　

種 １３６，０００ ９３，０００

肉

　

専

　

用

　

種

　

と

　

乳

　

用

　

種
の

　　

交

　　

雑

　　

の

　　

品

　　

種
２１０，０００ １５２，０００

（５）指定肉用子牛の規格

肉用子牛の種別 体

　　　　　　　　　　

重

黒

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 ２５０ キロ グラ ム以 上

　　　　

３２０キログラム以下

褐

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 ２６０ キロ グラ ム以 上

　　　　

３３０キログラム以下

無

　　　　

角

　　　　

和

　　　　

種 ２００ キロ グラ ム以 上

　　　　

２７０キログラム以下

日

　　　

本

　　　

短

　　　

角

　　　

種 ２００キロ グラム以 上

　　　　

２８０キログラム以下

アンガス種及びヘレフオード種 ２６０キログラム以上

　　　　

３１０キログラム以下

ホルスタイ ン種 （雌を除く） ２５０ キロ グラ ム以上

　　　　

３３０キログラム以下

ホ

　

ル

　

ス

　

タ

　

イ

　

ン

　

種

　

を

母

　

と

　

す

　　

る

　

交

　

雑

　

種
２６０ キロ グラム以上

　　　　

３２０キログラム以下

（６）平均売買価格
（単位：円）

区 分
＼＼－＼＼三種区分 黒毛和種 褐毛和種 その他の肉専用種 乳用種 交雑種

平成２９年１月１日～３月３１日 ８５１，４００ ７７７，６００ ３６０，２００ ２１３，８００ ４１９，３００

平成２９年４月１日～６月３０日 ８０９，４００ ７２４，２００ ３５６，９００ ２１４，３００ ３９６，７００

平成２９年７月１日～９月３０日 ７５４，８００ ６９１，３００ ２２８，５００ ２３６，３００ ３６１，１００

平成２９年１０月１日～１２月３１日 ７７３，４００ ６８７，１００ ２３８，２００ ２５２，１００ ３９０，０００



（７）契約肉用子牛１頭当たりの負担金（生産者積立金の額）

区分 生産者積立金
負担区分

機構（１／２） 大分県（１／４） 生産者（１／４）

黒

　　

毛

　　

和

　　

種 １，２００ ６００ ３００ ３００

褐

　　

毛

　　

和

　　

種 ４，６００ ２，３００ １，１５０ １，１５０

黒毛キロ種及び褐毛和種
以外の肉専用種の品種

１２，４００ ６，２００ ３，１００ ３，１００

乳

　

用

　

種

　

の

　

品

　

種 ６，４００ ３，２００ １，６００ １，６００

肉専用種と乳用種の
交

　

雑

　

の

　　

品

　

種
２，４００ １，２００ ６００ ６００

（８）生産者積立金造成内訳

品

　　

種 区分 契約頭数 積立単価 積立所要額
負担区分

機構（１／２） 大分県（１／４） 生産者（１／４）

黒毛和種

継

　

続 １０，８７０ １，２００ １３，０４４，０００ ６，５２２，０００ ３，２６１，０００ ３，２６１，０００

新

　

規 ２３２ １，２００ ２７８，４００ １３９，２００ ６９，６００ ６９，６００

計 １１，１０２ １３，３２２，４００ ６，６６１，２００ ３，３３０，６００ ３，３３０，６００

褐毛和種

継

　

続 ｌｏ ４，６００ ４６，０００ ２３，０００ １１，５００ １１，５００

新

　

規 ０ ４，６００ ０ ０ ０ ０

計 ｌｏ ４６，０００ ２３，０００ １１，５００ １１，５００

乳用種の品種

継

　

続 ０ ６，４００ ０ ０ ０ ０

新

　

規 ２，３９８ ６，４００ １５，３４７，２００ ７，６７３，６００ ３，８３６，８００ ３，８３６，８００

計 ２，３９８ １５，３４７，２００ ７，６７３，６００ ３，８３６，８００ ３，８３６，８００

肉専用種と乳用種
の

　

交 雑

　

の

　

品

　

種

継

　

続 １，１４８ ２，４００ ２，７５５，２００ １，３７７，６００ ６８８，８００ ６８８，８００

新

　

規 ７ ２，４００ １６，８００ ８，４００ ４，２００ ４，２００

計 １，１５５ ２，７７２，０００ １，３８６，０００ ６９３，０００ ６９３，０００

計

継

　

続 １２，０２８ １５，８４５，２００ ７，９２２，６００ ３，９６１，３００ ３，９６１，３００

新

　

規 ２，６３７ １５，６４２，４００ ７，８２１，２００ ３，９１０，６００ ３，９１０，６００

計 １４，６６５ ３１，４８７，６００ １５，７４３，８００ ７，８７１，９００ ７，８７１，９００



（９） 生産者積立金及び生産者積立準備金造成状況 （平成３０年３月３１日現在）

　　　　　　　　　　　　　

（単位：円）

　　　　　　　　　　　　

証基準価格の品種区分

　　　　　　　　　

黒毛和種

　　　

褐毛和種

　　　

乳用種 交雑極

　　　　　

言÷

　

区分

　

１

　

（１）

　

生産者積立金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３２，１１６，３８３

　　　　

９４，７１８

　

４３，１０６，２９８

　　

７，８０５，２０３

　　

８３，１２２，６０２１

　

（１）

　

生産者積立金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３２，１１６，３８３

　　　　

９４，７１８

　

４３，１０６，２９８

　　

７，８０５，２０３

　　

８３，１２２，

期

　

（２）

　

生産者積立準備金

　　　　　　　　　　　　　　　　　

、２０６，３２９，３０１

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　

、０

　　

２０６，３２９，

首

　　

内

　

（３） 生産者の負担金充当分

　　　　　　　　　　　　　　　

６６，７４８，０１４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

　　

６６，７４８，

残

　　　　

（４） 県の生産者積立助成金充当分

　　　　　　　　　　　

１３９，５８１，２８７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

　

１３９，５８１，

高

　　

訳

　

（５） 機構の生産者積立助成金充当分

　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　

‐

　　　　　　

－

　　　　　　

－

　　

（６） 生産者積立金純増加額 （９）十（１２）十（１５）十（１８）

　　　　　　　

６，７３０，８００

　　　　

２３，０ｏｏ

　　

ｕ，５１０，４００

　

１，３９０，２００

　　

１９，６５４，

１１

　

（７） 生産者積立準備金からの繰入額

　

（１０）十（１３）十（１６）

　　　

６，５９１，６００

　　　　

２３，０００

　　

３，８３６，８００

　

１，３８１，８００

　　

１１，８３３，

生

　

（８）

　

‐
く

　　　　　　　　　　

計

　　　　　　　　　　　　　　

１３，３２２，４００

　　　　

４６，０００

　

１５，３４７，２００

　　

２，７７２０００

　　

３１，４８７，

産

　　　　　

生

　

（９）

　

負担金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６９，６００

　　　　　　

０

　　

３，８３６，８００

　　　　

４，２００

　　　

３，９１０，

者

　　　　　

産

　

（１０） 生産者積立準備金（３）からの繰入

　　　　　

３，２６１，０００

　　　

１１，５００

　　　　　　

０

　　　

６８８，８００

　　　

３，９６１，

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　

　

　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　

者

　

（１１） 小計

　　

Ｙ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

３，３３０，６００

　　

く

　

ｎ，５００

　

３，８３６，８００‐‐

　

、６９３，０００

　

・７，８７１，

旦

　　

内

　　　　

（１２）

　

生産者積立助成金

　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

金

　　　　　

県

　

（１３）

　

生産者積立助成金（４）からの線入

　　　　　

３，３３０，６００

　　　

１１，５００

　

‐３，８３６，８００

　　　

６９３，０００

　　　

７，８７１，

積

　　　　　　　

（１４） 小計

　　　　　　　　　

｛

　　　　　　　　　　

３，３３０，６００

　　

‐ｉ１ ００

　

－

　

８３６．８００：

　

６９３，０００

　

－７，８７１，

且

　　

訳

　　

機

　

（１５）

　

生産者積立助成金

　　　　　　　　　　　　　

６，６６１，２００

　　　　

２３，０００

　　

７，６７３，６００

　

１，３８６，０００

　　

１５，７４３，

実

　　　　　　　

（１６） 生産者積立助成金（５）からの繰入

　　　　　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

績

　　　　　

構

　

（１７） ノ、言

　

－

　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　

６６６１２ｏｏ

　　　　

２３ｏｏｏ

　　

７６７３６ｏｏ

　

Ｊ ３８６０００

　　

１ ７４３

Ｕ^

　　　　

ｎｖ

　　　

（１９）特別の積立金から生産者積立金への繰入金額

皿

　

（２０）償還円滑化積立金から生産者積立金への繰入金額

他

　

＠） 議 者補給金に充てるための全国協会等からの借入

の

　　

（２２） 生産者積立金に係る運用果実

　　　　　　　　　　　　　　　　　

８，

資

　　

（２３） 生産者補給金交付額（２１）を含む

金

　　

（２４） 生産者積立金から借入金返済額

か 繰 （２５） 生産者分生産者積立準備金に係る運用果実

　　　　　　　　　　

１５，

ら

　

入 （２６） 県分生産者積立準備金に係る運用果実

　　　　　　　　　　　　

３２，

の 状 （２７）機構分生産者積立準備金返還金

　

等 （２８） 生産者分生産者積立準備金返還金

　　　　　　　　　　　　　

二．１１７，

　　　

（２９）償還円滑化積立金から生産者積立準備金への繰入額

８，０５４

　　　　　　　　

１１

　　　　　

１０，８１４

　　　　　

１，９５５

　　　　　　

２０，

０

　　　　　　　　

０

　　　　　　

１５，

０

　　　　　　　　

０

　　　　　　

３２，

０

　　　　　　　　

０

０

　　　　　　　　

０

　　　　　

１１７’

０

　　　　　　　　

０

ＩＶ

　　

‐

　　　　　　　　　　　

ｌ

　

ｔ８十１９

　

十２０十２１十２２ｍ２３ｍ２４

期

　

（３１） 生産者積立準備金

　　

、（３２）÷（３３）十（３４）・ １９４，４２６，９２７

末

　　　　　　　

生産者の負担金充当分

残

　　

内

　

（３２）

　　　　　　　

※計の欄

　

（３）ｍ（１の十（２５）ｍ｛２８）
６２，６８４，７１７

｛

　　　　　　　

県の生産者積立助成金充当分骨

　　　　　

（３３） １３１，７４２，２１０

　　　

訳

　　　　　　　　　　　　　　

※計の欄

　

（４）－（１３）十（２６）

”^ｖ

６２，６８４，７１

１３１，７４２，２１

（３４）
機構の生産者積立助成金充当分

　　　　　　　　　

※計の欄

　

（５）－（１６）－（２７）



（１０） 生産者補給金交付状況

　

１）

　

生産者補給金 （機構、 県協会合計分）

区

　

分 保証基準価格の品種区分 黒毛和種 褐毛和種 乳用種 乳交雑種 合

　　　

計

平

　

成

　

２

　

８

　

年

　

度

第

　

４

　

四

　

半

　

期

平成２９年

　

１月１日

平成２９年

　

３月３１日

交付対象

頭数

①

販

　　　　

売

保

　　　　

留

合

　　　

計

②

　

生産者補給金単価

③

　

生産者補給金交付額 （①×②）

交付対象生産者数

平

　　

成

　　　

３

　　　

０

　　　

年

　　

度

第

　

１

　

四

　

半

　

期

平成２９年

　　

４月１日

平成２９年

　

６月３０日

交付対象

頭数

①

販

　　　　

売

保

　　　　

留

合

　　　

計

②

　

生産者補給金単価

③

　

生産者補給金交付額 （①×②）

交付対象生産者数

第

　

２

　

四

　

半

　

期

平成２９年

　

７月１日

平成２９年

　

９月３０日

交付対象

頭数

①

販

　　　　

売

保

　　　　

留

合

　　　　

計

②

　

生産者補給金単価

③

　

生産者補給金交付額 （①×②）

交付対象生産者数

第

　

３

　

四

　

半

　

期

平成２９年

　

１０月１日

平成２９年

　

１２月３１日

交付対象

頭数
①

販

　　　　

売

保

　　　　

留

合

　　　　

計

②

　

生産者補給金単価

③

　

生産者補給金交付額 （①×②）

交付対象生産者数

合

　　

計

交付対象

頭数

①

販

　　　　

売

保

　　　　

留

合

　　　

計

② 生産者補給金単価

⑧

　

生産者補給金交付額 （①×②）

交付対象生産者数



２． 肉用牛繁殖経営支援事業

　

平成２８年度第４四半期～平成２９年度第３四半期の支援交付金の発動はなかった。

（１） 交付基準

　

肉用子牛生産者補給金制度を補完し、四半期毎の平均売買価格が発動基準を下回った場合に、
当該四半期に販売又は自家保留された肉用子牛を対象として、 発動基準を下回った額の４分の３
に相当する額の支援交付金が交付される。

（２） 発動基準価格

　　

（平成２８年度第４四半期）

　　　　　　　　

（単位：円）

品種 保証基準価格 発動基準 平均売買価格

黒

　　

毛

　　

和

　　

種 ３３７，０００ ４５０，０００ ８５１，４００

褐

　　

毛

　　

和

　　

種 ３０７，０００ ４１０，０００ ７７７，６００

その他の肉専用種 ２２０，０００ ２９０，０００ ３６０，２００

（平成２９年度第１四半期以降）

　　　　　　　　　　　

（単位：円）

品種 保証基準価格 発動基準 平均売買価格
１期 ２期 ３期

黒

　　

毛

　　

和

　　

種 ３３９，０００ ４６０，０００ ８０９，４００ ７５４，８００ ７７３，４００

褐

　　

毛

　　

和

　　

種 ３０９，０００ ４２０，０００ ７２４，２００ ６９１，３００ ６８７，１００

その他の肉専用種 ２２１，０００ ３００，０００ ３５６，９００ ２２８，５００ ２３８，２００



３

　

． 肉用牛肥育経営安定特別対策事業 （業務対象年間：平成２８年度～平成３０年度）

本年度における交付実績は、８，４３５頭に対して３６７，３６８，９００円であった。 全品種について補填金が発
動し、 肉専用種は平成２９年７月 から２，７８７頭に対 して１０６，７７５，３００円、 交雑種については、３，１５０頭
に対して１６２，４７５，１００円、 乳用種については、２，４９８頭に対して９８，１１８，５００円の交付を行った。

（１） 交付基準

　

肉用牛肥育経営の安定を図るため、 粗収益が生産コストを下回った場合に、 生産者の拠出と国の補
助により造成された基金から粗収益と生産費との差額の８割を補填する。 本来この事業は四半期毎の
交付だが、 平成２３年７月以降月毎の交付となっている。 さらに平成２６年４月以降は概算払方式と
なっている。

（２）１頭当たり基金造成額の内訳

区分
１頭当たり造成額

　

（負担割合）

負担区分
生産者

　　　　　

大分県 ＄”；二十
・二ｍｍ；……慶二，＋：皿‐三三

１／４ ３／４
ｉｉ≧客百 定額

肉専用種
２９年３月以前 ５２，０００ １２，２５０ ７５０ ３９，０００

２９年４月以降 ５２，０００ １２，２５０ ７５０ ３９，０００

交 雑 種
２９年３月以前 ｌｏｏ’０００ ２４，１７０ ８３０ ７５，０００

２９年４月以降 ７６，０００ １８，１７０ ８３０ ５７，０００

乳 用 種
２９年３月以前 １０４，０００ ２５，４７０ ５３０ ７８，０００

２９年４月以降 ８８，０００ ２１，４７０ ５３０ ６６，０００

区分

２９年 ３０年
計２月．日～

３月 ３１日
４月１日～
６月 ３０日

７月 ．日 ～

９月 ３０日
１０月１‐日～
１２月３１日

１月．日～
１月 ３１ 日

肉専用種 ８８４ １，３６５ １，３７１ １，４８７ ４００ ５，５０７

交 雑 種 ４９１ ８４１ ７８７ ８０８ ２５４ ３，１８１

乳 用

　

種 ３８８ ６３１ ５８９ ５４３ ２６８ ２，４１９

計 １，７６３ ２，８３７ ２，７４７ ２，８３８ ９２２ １１’１０７

（単位：
区

　　　　　

分 肉専用種 交雑種 乳用種 合計
期

　　

首

　　

残

　　

高 ３３９，５５５，４６２ ３６３，７６９，７８７ ２０１，８４４，５９８ ９０５，１６９，８４７

増

　　

加

積

立

　

金

垣
成

実
績

農畜産 興機構

　　

２１４，７７３，０００

　

１９０，４７９，０００

　

１６４，３１０，０００

　　　

５６９，５６２，０００

大分県
補助金 ３，３０４，２００ ２，１１２，１８４ １，０２５，６５６ ６，４４２，０４０

準備金 ８２６，０５０ ５２８，０４６ ２５６，４１４ １，６１０，５１０

生

　　

産

　　

者 ６７，４６０，７５０ ６０，８５２，７７０ ５３，４８７，９３０ １８１，８０１，４５０

計 ２８６，３６４，０００ ２５３，９７２，０００ ２１９，０８０，０００ ７５９，４１６，０００

運

　　

用

　　

益 ８５，１６６ ９１，１２１ ５０，７００ ２２６｝９８７

小言十 ２８６，４４９，１６６ ２５４，０６３，１２１ ２１‐９，１３０，７００ ７５９，６４２，９８７

減
少

肥育牛補填金 １０６，７７５，３００ １６２，４７５，１００ ９８，１１８，５００ ３６７，３６８，９００

小計 １０６，７７５，３００ １６２，４７５，１００ ９８，１１８，５００ ３６７，３６８，９００

期

　　

末

　

残

　　

高 ５１９，２２９，３２８ ４５５，３５７，８０８ ３２２，８５６，７９８ １，２９７，４４３，９３４

（単位：頭）



区

　　

分
２９年 ３０年

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

肉専用種

平均粗収益（Ａ） １，１２７｝９１０ １，１１７，９８１ １，０６２，５０６ １，１６０，４６９ １，１６９，５９２ １，２３２，２５６ Ｌｉ１２，４０３

平均生産費（Ｂ） １，１４３，３６５ １，１４２，４９８ １，ｌｄｌ，７１６ １，２１０，７１３ １，２０９，７４４ １，２０９，６５２ １，２０７，６０６

差額 （Ｃ） ＝（Ａ）－（Ｂ） △ １５，４５５ △

　

２４，５１７ △

　

７９，２１０ △

　

５０，２４４ △

　

４０，１５２ ２２，６０４ ‘

　

９５｝２０３

補填金単価＝ （Ｃ） ×０‐８ １２，３００ １９，６００ ６３，３００ ４０，１００ ３２，１００ ７６，１００

交雑種

平均粗収益（Ａ） ６７３，８０８ ６５９，９３０ ６５２，６１５ ６４９，８９０ ６６６，５６８ ７１２，２００ ６５９，９３０

平均生産費（Ｂ） ７５４，４３０ ７６１，２０６ ７４４，５８８ ７４０，７７５ ７４１，６６８ ７４９，７２９ ７６１，４６９

差額 （Ｃ） ＝（Ａ）－｛Ｂ） △

　

８０】６２２ △ １０１，２７Ｇ △

　

９１，９７３ △

　

９０，８８５ △

　

７５，１００ △

　

３７，５２９ △

　

１０１，５３９

補填金単価＝ （Ｃ） ×０．８ ６４，４００ ８１，０００ ７３，５００ ７２，７００ ６０，０００ ３０，０００ ７７，２００

乳用種

平均粗収益（Ａ） ４３９，５０５ ４３７，１９６ ４３４，８９３ ４３９，４１１ ４４０，９７５ ４３８，４４３ ４３７，１９６

平均生産費（Ｂ） ４８９，４４３ ４９４，６３０ ４８３，９５９ ４８３，６００ ４７０，４６１ ４６５，０３７ ４９４，８３７

差額 （Ｃ） ＝（Ａ）－（Ｂ） △

　

４９，９３８ ‘

　

５７，４３４ △

　

４９，０６６ △

　

４

　

４，１８９ ‘

　

２９，４８６ △

　

２６，５９４ △

　

５７，６４１

補填金単価＝ （Ｃ） ×０．８ ３９，９００ ４５，９００ ３９，２００ ３５，３００ ２３，５００ ２１，２００ ４２，１００

※肉専用種については、地域算定により算出している。
※交雑種、 乳用種については全国算定により算出している。
※補填金単価について

Ｈ２９．１月分は精算払単価

Ｈ２９．２月～１２月分は確定単価

Ｈ３０．１月は概算払単価

区

　　

分
２９年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

肉専用種

平均粗収益（Ａ） １，２３６，３４３ １，１４１，６９０ １－１４０，４４２ １′２１９，３０４ １，１１０，６７２ １，１２２，２８８

平均生産費（Ｂ） １，０７０，５３７ １，０６８，９７６ １，０６７，６１８ １，０９２，５７７ １，０９１，３１５ １，０９０，２６６

差額 （Ｃ） ＝（Ａ）－（Ｂ） １６５，８０６ ７２，７１４ ７２，８２４ １２６，７２７ １９，３５７ ３２，０２２

補填金単価＝ （Ｃ） ×０．８

交雑種

平均粗収益（Ａ） ７５９，７０３ ７１３，０４９ ７０５，４０４ ７２６，１２０ ６８２，５２４ ６７３，６２４

平均生産費（Ｂ） ７４６，８４７ ７５１，５４８ ７５４，２３４ ７３９，６８１ ７４２，９５１ ７４４，４８９

差額 （Ｃ｝

　

＝（Ａ）－（Ｂ） １２，８５６ △

　

３８，４９９ △

　

４８，８３０ △ １３，５６１ △ ６０，４２７ △

　

７０，８６５

補填金単価＝ （Ｃ） ×０．８ ３０，７００ ３９，０００ １０，８００ ４８，３００ ５６，６００

乳用種

平均粗収益（Ａ） ４４０，０８０ ４３６，０１３ ４３１，０８２ ４３６，２５３ ４３８，４２９ ４４２，７１０

平均生産費（Ｂ） ５３０，２８０ ５３０，０４５ ５１９，５２２ ５０５，３７７ ４８８，３６４ ４９１，９９９

差額 （Ｃ） ＝（Ａ）－（Ｂ） △

　

９０，２００ △

　

９４，０３２ ‘｝

　

８８，４４０ △

　

６９，１２４ 乙

　

４９，９３５ と

　

４９，２８９

補填金単価＝ （Ｃ） ×０．８ ３，８００ ７５，２００ ７０’７００ ５５，２００ ３９，９００ ３９，４００



（６）三一 ヤー

　　

▲｛

　　　

区分

　　　

品種区分

　

交付ぎ笑評
者数

交付港語頭数

　

②単価
“

　

③交付額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①

　　　　　

（円／頭）

　　

（①×②） （円）

　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ函た豊．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　　

０

　

平成２９年 交 雑 種

　　

通常

　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　　

１月期

　　　

駆 用 捲 通常

　　　　　　　　　　　　　　　

１６４

　　　　　

３，８００

　　　　　

６２３２００

　　　　　　　

測 ｍ 購 １免除牛 １

　　　　

２，８００

　　　　　

２，８００

　

（精算金額）

　　　　　　

計

　　　　　　　　

．・●９

　　　　　　　

．１６５

　　　

．

　　　　　　　　　

・６２６，０００

　　　　　　

肉専用種

　　

通常 ０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

平成２９年

　

交 雑 種

　　

通常

　　　　　　　　　　　　　　　

２５７

　　　　　

３０，７００

　　　　

７，８８９，９００

　　

２月期

　　　

乳 用 種

　　

通常

　　　　　

－

　　　　　　　　　

１４０

　　　　　

７５，２００

　　　　

１０，５２８，０００

　

（確定金額）

　　　　　　

：

　　　　　　

・・

　　　　　　

・

　　　

ｑｑ７

　　　　　　　　　　

．

　

・ＩＲ４１７，９００

　　　　　　

肉専用種

　　

桶” ０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

平成２９年

　　

交 雑 種

　　

桶ハ

　　　　　

ー

　　　　　　　　　

２０２

　　　　　

３９，０００

　　　　

７８７８０００

　　

３月期

　　　

朔 ｍ 拝

　

；苗ハ

　　　　　

ー

　　　　　　　　　

２１４

　　　　　

７０，７００

　　　　

１５，１２９，８００

　　　　　　　　　　　

免Ｆミ牛 ２

　　　　　

５３，０００

　　　　　

１０６，０００

　

（確定金額、

　　　　　

計

　　　　　　　　　

１８

　　

．．． ４１８

　　　　　　　　　　　

２３，１１３，８００

　　

４月期

　　

乳 用 種

　

１通者

　　　　　　　　　　　

１５３

　　　　

５５，２００

　　　

８，４４５，６００

　

（確定金額）

　　

．

　　

計

　　　　　　　

・

　

１８

　　

・

　　　

４２７

　　　　　　　　　

．・ １１，４０４，８００

　　　　　　

肉専用種

　

１通常 ０

　　　　　　

０

　　　　　　　

０

　

平成２９年

　　

交 雑 種

　　

通常

　　　　　

一

　　　　　　　　　

２１８

　　　　　

４８，３００

　　　　

１０，５２９，４００

　　

５月期

　　　

乳 用 種

　　

通常

　　　　　

‐ ２０２

　　　　　

３９，９００

　　　　

８，（ｑ８００

　　

，ハルし＾＊±、

　　　　　　　　　

↓

　　　　　　　　　　　　　　

１二

　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　

：

　　　

１（，

　　　

ワ^＾

　　　　　　　

，

　

…僅

　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　　

０

　

平成２９年

　

交 雑 種

　　

、マ鬼 ２５２

　　　　　

５６，６００

　　　　

１４ ％ｑ２００

　　

６月期

　　　

乳 用 種

　　

通常

　　　　　

－ １９３

　　　　　

３９，４００

　　　　

７６０４，２００

　

（確定金額）

　　　　　　

計

　　　　　　　　

．・ １９・

　

．
． ・ ４４５

　　　　　　　　　　　

：２１８６７，４００

　　　　　　　　　　　　　

ぬき日ａ

　

Ｊま

　　　　　　　　　　　

“

　　　　　　　　　　　

５０６

　　　　　　

１２，３００

　　　　　　

６クワ‐ｉ

　

８００

　

平成２９年

　　

交 雑 種 ３０３

　　　　　

６４，４００

　　　　

１９ ねｑ２００

　　

７月期

　　

乳 用 “ ÷玉里

　　　　　　　　　　　

１７６

　　　

３９，９００

　　　

７，０２２、４００

　

（確定金額）

　　　　　　

計

　　　　　

・

　

・，．５５

　　　　

・二●

　

．９８５

　　　　　　　　　　　　

Ｒ２７ｑ，４００

　　　　　　

肉専用＝

　　

狐

　　　　　　

‐ ４９４

　　　　

１９，６００

　　　　

９Ｇ２４００

　

平成２９年

　

交 雑 逼

　　

通」

　　　　　

‐ ２７６

　　　　　

８１，０００

　　　　

２２３，コ，０００

　　

８月期

　　　

乳 用 『‐

　　

ｉ．

　　　　　

‐ ２０１

　　　　

４５，９００

　　　　

９

　　　

９００

　　

一

　

●

　

’＾小型「

　　

　　　　

　　　　　　　

肉専用 ｌ

　　

ｕｉ； ４５７

　　　　　

６３，３００

　　　　

２；，

　

１００

　

平成２９年

　

交 雑ｊｉ

　　

ｎｉ－ ２６１

　　　　

７３，５００

　　　　

１１：１３５００

　　

９月期

　　　

乳 用 テ

　　

ト・

　　　　

‐

　　　　

‐

　　　　　　　　

２７９

　　　　　

３９，２００

　　　　

Ｄ、≦‐８００

　　

　

　

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 　　　

　　　　　　　

肉専用 コ

　　

Ｌ 常

　　　　　

－ ３７６

　　　　　

４０，１００

　　　　

１．

　

６００

　

平成２９年

　　

交 雑 Ｔ

　　

ｉ

　

常 ２９４

　　　　　

７２，７００

　　　　

２三

　

一

　

８００

　　

１０月期

　　

乳 用 …：

　

ｊ

　

常

　　　　　　　　　　　　　　　

２０７

　　　　　

３５，３００

　　　　　

．：－

　

’
，１００

　

　　　　　　　　　

　　　　　　

　

　　　　　　　　　　

　　

　　　　　　　

　　

　　　　　　　　　　

　 　　

　　

　　

　　　　　　　

肉専用亘

　　

ｉ

　

常 ５４８

　　　　　

３；．１００

　　　　

１，

　　

８００

　

平成２９年

　

交 雑 ｉ

　　

ｉ

　

常 ‐ ２７１

　　　　

６：・，０００

　　　　

１ 一

　

０００

　　

１１月期

　　

乳 用：亘

　　

ｉ

　

常 １８３

　　　　　

２；，５００

　　　　　

り

　

５００

　　

ｒ痕÷ を^〆、

　　　　　　

…

　　　　　　　　　　　

４６

　　　　　　　

．Ｗ△

　　　　　　　　　　　　　

ｑ．

　　　

３

　　　　　　　

肉専用 壷

　　

ｉ

　

常 ０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

平成２９年

　

交 雑

　

壷

　　

ｉ

　

常

　　　　　　　　　　　　　　　

２９３

　　　　　

３０，０００

　　　　

８，７９０，０００

　　

１２月期

　　

乳 用

　

ｌ

　　

ｉ

　　

ｉ常

　　　　　　　　　　　　　　　

１９７

　　　　　

２１，２００

　　　　

４，１７６，４００

　

′

　

．１人鯉、

　　　　　　　　

一

　　　　　　　

肉専用

　

Ｅ

　　

通常

　　　　　　　　　　　　　　　

４０６

　　　　　

７２，１００

　　　　

２９，２７２，６００

　

平成３０年

　

交 雑

　

重

　　

通常

　　　　　　　　　　　　　　　

２４９

　　　　　

４６，１００

　　　　

１１，４７８９００

　　

１月期

　　

乳 用

　

重

　

１通常

　　　　　　　　　　　　

１８６

　　　　

２５，０００

　　　　

４，６５０，０００

　

（概算金額）

　　

．

　　　

計

　　　　　　　　　　

５１．

　　　

・ ９１

　　　　　　　　　　　　

４５，４０１，５００

　　　　　　　

肉専用

　

ｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，
一’，７

　　　　　　　　　　　

１０６，７７５，３００

　　

合計

　　　

交 雑

　

車

　　　　　　　　　

「

　　　　　　　　

３， ｉ

　

ｏ

　　　　

” １６２，４７５，１００

　　　　　　　

乳 用

　

重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４‘８

　　　　　　　　　　　　　

９８，１１８，５００

　　　　　　　　　　

計

　　　　　　　　　

４３５

　　　　　

・８一・４

　

５

　　　　　　　　　　　

３６７，３６８９００

　　　　　　　

※合計の交付対象者敬は延べ人数である。
※平成２６年度から補填金の概算払いが実施されており、四半期ごとに精算される。
２９年１月分は精算払額、２９年２月～１２月分は確定金額、 ３０年１月分は概算金額
となっている。
※免除とは、熊本・大分地震により生産者積立金のうち生産者負担分 （県分含む） につい
て納付免除を行った牛については補填金単価は３／４となっている。



４．大分県肉豚価格安定対策事業 （業務対象年間：平成２７年度～平成２９年度）

　

独立行政法人

　

農畜産業振興機構が実施する養豚経営安定対策事業（平成２７年度～２９年度まで：
直接交付方式）に参加する県内の養豚生産者が積み立てする生産者負担金の一部を補助する事業を実施し
た。 （県費補助金は、 畜産協会より四半期毎に農畜産業振興機構の養豚基金に積み立てする。）

（１）生産者負担金単価

区

　　

分 生産者負担金単価

　　

内

　

県補助金

　　

内 生産者負担分内

　

県補助金 内

　

生産者負担分

第１四半期～第４四半期 ７００ １００ ６００

（円／頭）

（２） 事業対象頭数

　　　　　　　　　　

２３１， ８１２頭

（３）肉豚補てん準備金造成状況
区

　　　　　

分 金

　　

額 備

　　

考

期

　

首

　

残

　

高 ５２，３４４，６１２前期繰越金

増加
運用益 １１，２１４

小

　　

計 １１，２１４

減少
養豚基金負担金支出 １１，５９０，６００

小

　　

計 １１，５９０，６００

期

　

末

　

残

　

高 ４０，７６５，２２６

（単位：Ｐ］）

（４）肉豚補てん積立金造成状況
区

　　

分 金

　　

額 備

　　

考

期

　

首

　

残

　

高 ０

増加
県生産者積立金補助金収入 １１，５９０，６００

ノｉ、

　

計 １１，５９０，６００

減少
養豚基金負担金支出 １１，５９０，６００

小

　　

言十 １１，５９０，６００

期

　

末

　

残

　

高 ０

（単位：円）



５． その他協会の目的を達成するために必要な事業

（１）肉用子牛生産者補給金制度運営適正化事業

１） 生産者補給金交付契約を締結した生産者の個体識別及び個体登録、 保留確認、 生産

　

者に対する啓発指導及び業務の適正な実施等を図るため、 全国統一電算事務処理シス

　

テムによる報告を行う。 また、 家畜市場での取引情報を収集し、機構へ報告した。

２） 当制度の適正な実施体制を図るため事務委託先及び契約生産者を対象に肉用子牛生

　

産者補給金制度等に係る交付契約の内容、 手続き等についての点検、 調査、 指導を行

　

っ た。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 １３，８４４，０００ １２，８５０，０２３

（２）指定協会運営体制支援事業

　

肉用子牛生産者補給金制度の円滑な実施を図るため運営体制の強化を図った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 ５，１６７，０００ ５，１６７，０００

（３）肉用牛繁殖経営地域推進事業

　

事業の円滑な推進を図るため、 推進会議開催、 調査指導を行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 ３，９５２，５３０ ３，６７９，０２７

（４）肉用牛肥育経営安定特別対策事業（肥育経営安定推進）

　

事業の円滑な実施を図るため、 推進会議開催、 調査指導を行うとともに、 補填金の

　

円滑な交付に努めた。
区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 ７，０８３，４００ ６，８６０，９５２

（５）養豚経営安定対策事業に係る業務委託事業

　

農畜産業振興機構が直接方式で実施する養豚経営安定対策事業の円滑な実施を図るた

　

め、 事業内容の周知や手続きに関する説明会の開催及び参加する生産者からの相談業

　

務等を行った。

， 晦．録 １
予算額（円）

１
決算額（円） １

農畜産業振興機構 委託費

　　　　　　

４６７，１１０

　　　　　

４５１，７７６



６． 業務実施事項

（１） 業務運営基金 （平成３０年３月３１日現在）

　　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円）（１） 業務運営基金 （平成３０年３月 ３ １ 日 現 ±）

　　　　　　　　　　　　　　　　

軍 ヱ：

　　　　　　

摘

　　　　

要

　　　　　　　　

会 員 数

　　　

子 牛

　　　　　

肉 豚

　　　　　

計

寄託金

　　　　　

大

　　　　　　

分

　　　　　　

県

　　　

１

　　　

１００，０００

　　　　　　　

－

　　　

１００，０００

　　　　　

市

　　　　　　

町

　　　　　　

村

　　

１８

　　　　

１５，５８０

　　　　　　

‐

　　　

１５，５８０

　　　　　

農

　　　　　　　　　　　　　

協

　　　

５

　　　　

５２，１５０

　　　　

４，１６０

　　　　

５６誌１０

　　

農 中

　　　　　　

央

　　　　　　

会

　　　

１

　　　　　

１０

　　　　　　

‐

　　　　　

１０

　　　

協

　

県

　　　　　　

信

　　　　　　

連

　　　

１

　　　　

７，６６０

　　　　　

２，０００

　　　　　

９，６６０

　　　

　

　

大

　　　　　　

分

　　　　　　

県

　　　

１

　　　

１００，０００

　　　　　　　

－

　　　

１００，

　

市

　　　　　　

町

　　　　　　

村

　　

１８

　　　　

１５，５８０

　　　　　　

‐

　　　

１５，

　

農

　　　　　　　　　　　　　

協

　　　

５

　　　　

５２，１５０

　　　　

４，１６０

　　　　

５６，

農

　

中

　　　　　　

央

　　　　　　

会

　　　

１

　　　　　

１０

　　　　　　

‐

協

　

県

　　　　　　

信

　　　　　　

連

　　　

１

　　　　

７，６６０

　　　　　

２，０００

　　　　　

９，

連

　

全

　

農

　

大

　

分

　

県

　

本

　

部

　　　

１

　　　　

２６，２６０

　　　　

７，５１０

　　　　

３３，

　　

国

　　

共

　　

済

　　

連

　　　

１

　　　　

３，８３０

　　　　

１，５００

　　　　

５，

畜

　　　

産

　　　

公

　　　

社

　　　

１

　　　　　　

－

　　　　　

１００

配

　　

合

　　

飼

　　

料

　　

基

　　

金

　　　

１

　　　　　

１００

　　　　　

５１０

県

　　　

酪

　　　

農

　　　

協

　　　

１

　　　　

５，０００

　　　　　　

－

　　　　

５，

ゾヱねィ北 九州 〈 み あ い飼 料 ㈱

　　　

１

　　　　　　

－

　　　　　

５００

補助金

全 国 肉 用 牛 振 興 基 金 協 会

　　　　　　　

１２，０００

　　　　　　　　　　　

１２，０００

（２）基本財産（平成３０年３月３１日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円）

　　　　　　

摘

　　　　

要

　　　　　　　　　　　　　　　

子 牛

　　　　　

肉 豚

　　　　　　

計

特別 の 積 立金 よ り 繰 入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２００，０００

　　　　　　

一

　　　

・２００，０００

（単位：千円）（３）長期預け金

区

　　　

分 前年度未現在

当

　　　　

期 ▼

当年度未増力田額 減少額
全

　

国

　

肉

　

用

　

牛

振 興

　

基

　

金

　

協

　

会 ６，６００ ０ ０ ６，６００



（家畜衛生課）

．
▲ 家畜生産農場清浄化支援対策事業

　

ヨ」ネ病等の防疫対策、 牛白血病の感染拡大防止対策、ＢＶＤ－ＭＤ清浄化対策及び吸血昆

虫媒介疾病の発生・流行防止対策を推進し、 また、 農場自らが飼養衛生管理の向上に取

り組むための支援を行うことにより家畜の損耗防止を図った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）

　　　　

国庫補助金

事業収入 （ヨーネ病自己資金）
５，９５６，０００

　

６８，０００

５，２３７，４９８

　

６８，０４０

（１） ヨーネ病早期清浄化のための防疫対策

　　

ヨーネ病自主検査

　　　

ヨーネ病細菌培養等検査 （糞便の細菌培養）

　　　　

家畜保健衛生所へ検査依頼頭数

　　

３６７頭

（２） 牛白血病の感染拡大防止対策

　　

牛白血病の感染拡大防止を図るため講習会を開催し、生産者を含め関係機関や団

　

体等が一体となった感染予防対策の推進を行った。
講習会の開催

　

開催 日：平成 ３０年 ３月 １３日

　

１） 演

　

題： 「と畜場における牛白血病の発生状況」

　　

講

　

師：大分県食肉衛生検査所

　

所長

　

小林貴麿

　

氏

　

２） 演

　

題： 「牛白血病の基礎と農場や地域における対策例」

　　

講

　

師：宮崎大学テニュア トラ ック 推進機構

産業動物防疫学分野

　

助数

　

目堅博久

　

氏

豊後大野家保の牛白血病清浄化対策と
宮崎大学防疫リサーチセンターとの共同研究の取組」

３） 演

　

題： 「豊後大野家保の牛白血病清浄化対策と

　　　　　　

宮崎 大学防疫リサー チセ ンタ ーとの共同

　

講

　

師；豊後大野家畜保健衛生所 技師

　

林

　

拓己

　

氏

（３）ＢＶＤ－ＭＤ清浄化対策

　　

ＢＶＤ－ＭＤの清浄化を図るため講習会を開催し、 生産者を含め関係機関や団体等が一体

　

となった感染予防対策の推進を行った。

　　　

講習 会の開催

　　　　　

開 催 日 ： 平 成 ２９ 年 １２月

　

５日

　　　　

演

　

題： 「牛ウイ ルス性下痢病 （ＢＶＤ） の現状と今後 の挑戦」

　　　　　

講

　

師：北海道大 学獣医学部

微生物学教室

　

教授

　

迫田義博

　

氏

（４）農場飼養衛生管理強化対策

　　

農場飼養衛生管理向上のための指導体制を確立し、 生産者自らが飼養衛生管理の向

　

上に取り組むための支援を行うことにより家畜の損耗防止を図った。

　　　

・ 検 討 会 の 開 催

　　

１ 回

　　　

・指導農場

　

３３７戸

　

（延べ戸数４１２戸）

（５） 疾病発生流行防止支援対策

　　

吸血昆虫媒介疾病のワクチンを接種することで牛の疾病発生・流行防止を推進し、

　

家畜の損耗防止を図った。



（Ｚ 死亡牛緊急検査処理円滑化推進事業
死亡牛の円滑な収集、 輸送、 並びに適正な処理をすることにより、 ＢＳＥ検査の円滑

な実施と良好な家畜衛生及び環境の維持を図った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額 （円）
国庫補助金 ９，６５０，０００ ９，６１５，０６６

（１） 死亡牛検査処理安定化対策

　　

輸送費及び化製処理費に対する補助

〔補助対象頭数及び助成金額〕

－

　

“

　

頂．
第１・四半期

－
第２．四半期１第３．四半期１第

４．四半期
ー
日２９年度合計

ー
４８ヶ月 齢 以 上 （頭）

　　　　

１２９

　　　　　

１８３

　　　　　

１５５

　　　　　

１８５

　　　　　　

６５２

　

助 成 金 額 （円）

　

１，４７２，５００

　

２，０８８，５００

　

１，７７４，５００

　

２，１１２，５００

　　

７，４４８，０００

３． 獣医療提供体制整備推進総合対策事業

　　

産業動物診療や家畜防疫体制を強化・維持するため県と連携し、 本県での就業を希望

　

する獣医系学生に対する修学資金の給付を行った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額 （円）
国庫補助金 ２，４００，０００ ２，３３４，６８５

本年度対象学生

　　　　

３名

　

（国 １／２

　

大分県 １／２）

４． 大分県獣医師確保対策事業

　　

産業動物診療や家畜防疫体制を強化・維持するため、 本県での就業を希望する獣医系

　

学生に対する修学資金の給付やインターンシップ研修を実施し、 必要とする獣医師の安

　

定確保に努めた。

区

　　

分 予算額（円） 決算額 （円）
大分県

　

補助金 ６，６２１，０００ ６，６２０，５００

　

・

大分県

　

委託費 ４７４，０００ ４７４，０００大 分 県

　

委 託 費

　　　　　　　

４７４，０００

　　　　　

４７４，０００

給付対象学生

　　　　

３名

　

（国 １／２ 大分県 １／２）

４名

　

（県）
合計

　　

７名

イ ンターンシップ研修を受けた学生

　　　

１名 （県）

５． 家畜防疫互助基金支援事業

　　

ロ蹄疫や豚コレラ等の海外悪性伝染病が万一発生した場合、 損害を互助補償し畜産経

　

営への影響を緩和するため、 生産者が行う積立を支援することにより畜産経営の安定的

　

発展に努めた。

区

　　

分 予算額（円） 決算額 （円）
農畜産業振興機構

　

補助金 ２，０００，０００ １，９８８，６００



（１） 家畜防疫互助等推進事業

　　

推進会議の開催、 生産者・関係団体等に対する事業の普及、 指導、 連絡調整等

（２） 家畜防疫互助事業

　　

契約状況一覧

契約戸数（戸） 家畜の種類 契約頭数（頭） 積立金額 （円）

乳
用
牛

・
肉
用
牛

１，２６３

・乳用牛 （２４ケ月齢以上）

・乳用牛 （２４ヶ月齢未満）

・肉専用繁殖雌 （２４ヶ月齢以上）

・肉専用繁殖雌 （２４ヶ月齢未満）

及び肉専用肥育牛

・交雑種

・乳用種肥育牛

９，１２８

３，８３７

１５，６２８

２１，７０３

６，８６４

５，３４６

２，１４５，０８０

　

３６４，５１５

３，５１６，３００

２，３８７，３３０

　

７２０，７２０

　

５０７，８７０

計 ６２，５０６ ９，６４１，８１５

豚

家
族
型

１３

・繁殖用種豚 （雌）
．

　　

〃

　　

（雄）

・肥育豚

　

８７３

　

４９

９，０３０

１０４，７６０

　

５，８８０

２７０，９００

小

　

言十 ９，９５２ ３８１，５４０

企
業
型

２０

・繁殖用種豚 （雌）
．

　　

〃

　　

（雄）

・肥育豚

１０，０３４

　　

３５８

１１０，３９０

１，２５４，２５０

　

４４，７５０

３，８６３，６５０

小

　

計 １２０，７８２ ５，１６２，６５０

計 １３０，７３４ ５，５４４，１９０

合

　　　　　　　　　　　

計 １５，１８６，００５

６． 自衛防疫推進事業

区

　　

分 予算額 （円） 決算額 （円）
大分県

　

補助金 １７４，０００ １７４，０００

（１） 推進会議の推進会議の開催

　

開 催 年月 日

　　　　　　　　

会 議 の名 称

　　　　　　　　　　　

開 催 場 所

　

Ｈ３０．１．２６

　　

予防注射事業標準対価表検討会 大分家畜保健衛生所

　

Ｈ３０．１．２６

　　

牛病部会 大分家畜保健衛生所

　

Ｈ３０．３．８

　　　

家 畜 衛 生 専 門 委 員 会

　　　　　　　　

大 分 県 庁

（２） 調査資調査資料の作成

　

対象農家

　　　　

戸数

　　　　　

数

　　

ｌ

　

　 　　 　

　　

　

　　　

　　　　

　

　

　

養 豚÷農 家

　　

１

　　　

４乙 ｒ

　　

ｌ

　

　

　

　

　　　

　

　

　

　　

　
　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　　

　

　

　　　　

　　

　　　　　　　　　

　　　

　

　　

　

養 鶏農 家

　　　　

１１２戸

（３） 広報活動
緊 急連 絡 ボ」 ド （生産 者 向 け）

　　　　　　　　　　　　　　

１，３００ 部

衛生管理チェック用バイ ンダーケース （獣医師向け）

　　　　

７０冊



７． 死亡牛適正処理促進事業

区

　　

分 予算額（円） 決算額

　

｛円）

　

大分県

　

補助金
事業収入（自己資金）

８９８，０００

８９８，０００

７７９，５７９

７７９，５７９

（１）施設運営費

　

… コンテナ維持管理電気料

８．馬飼養衛生管理特別対策事業

　　

馬の飼養衛生について馬飼養者及び関係団体を組織化し、 計画的に事業を実施、 浸透

　

させることにより、 馬飼養衛生管理体制の総合的な整備と馬産の振興に資するための指

　

導を行った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額 （円）
中央畜産会

　

委託費 ６０８，０００ ５６６，９７１

（１） 地域馬飼養衛生管理体制整備委員会の開催

　　　　

平成 ２９ 年 １２月 １２日

（２）馬飼養衛生管理技術地方講習会の開催
平成２９年１２月 １２日開催
演題： 「馬の皮膚病の診断・治療・予防について」
講師：ＪＲＡ日本中央競馬会

　

馬事部防疫課

　

岡野

　

篤

　

氏

（３） 地域馬獣医療実態調査
調査戸数 ２０戸

９． 衛生体制強化基金事業 （自衛防疫思想普及事業）

　　

飼養衛生管理基準の啓発等を目的として啓発資料を作成・配布し、 自衛防疫意識の高

　

揚を図った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）
中央畜産会

　

委託費 ８３，０００ ８３，０００

・市場日程表へ予防注射及び消毒の励行を掲載

　　　

２，５００部

・ 生 産 者 向 け 「衛 生 記 録 手 帳」

　　　　　　　　　　　　　

２００ 部

１０． 自衛防疫体制強化推進事業

　　

伝染性疾病発生時の防疫対応等が出来るよう、 生産者段階での防疫演習等を実施

　

した。 また特定悪性慢性感染症の防疫措置の基礎となる家畜の飼養衛生管理基準の

　

徹底・啓発を行い、 地域自衛防疫体制の強化・定着を図った。

区

　　　

分 予算額 （円） 決算額 （円）

家畜衛生対策推進協議会委託費 １，８２６，０００ １，７６１，９４３



（１） 防疫演習実施等
開催年月 日 開

　

催

　

場

　

所

　　　　　

参加 者数

精髄罰董纂美麗瞥 需要１雷毒義一纂１
１１． 馬伝染性疾病防疫推進対策事業

地域における自主防疫活動の強化を図るため、 競走馬以外の馬に対する馬インフルエ

ンザワクチン接種の推進及び馬飼養衛生状況等の知識の普及啓発等の取り組みを行っ
た。

１

　　

区

　

分
“

　

１予算額（円） １決算額（円） １

　　

中央 畜 産 会 委 託 費

　　　　　　

５２１，０００

　　　　　

４２６，１４０

（１） 馬ワクチン接種等地域推進対策検討会の開催

　　　　

平 成 ２９年１２月 １２日
（２） 馬イ ンフルエ ンザ予 防接種頭数

　　

４８頭

１２． 野生獣衛生体制整備推進確立対策事業

　　

野生獣による伝染病の伝播拡散を防止するため、 中山間地域における野生獣の衛生実

　

態調査を行い、 家畜衛生関係者を中心とした畜産分野への情報発信体制を地域に構築・

　

整備をした。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）

家畜衛生対策推進協議会委託費 ３，５５７，０００ ３，３１７，７５０

（１） 地域衛生技術連絡協議会の開催 （年３回）
第１回

　

平成２９年７月 １８日

第２回 平成２９年１２月 ５日

・講習会

　

演題； 「家畜と野生獣との関係・野生鳥獣肉の現状」
講師：里山・鳥獣・ジビエ支援センター代表

　

小谷浩治

　

氏

第３回 平成３０年３月 ６日

（２） 野生獣の衛生実態調査及び家畜疾病モニタリング
イ ノ シ シ

　

４６ 頭 （検査項目

　

オーエス キー病・日本脳炎・ＰＲＲＳ・豚コ レラ・ＰＥＤ）

シ カ

　　　

２５ 頭 （検査項目

　

バラインフルエンザ ｍ・牛Ｒｓ・イバラキ病・ＩＢＲ）

１３． 飼養衛生管理基準等緊急啓発促進事業

　　

飼養衛生管理基準の見直しに伴い、 迅速かつ的確に普及啓発をするための説明会の開催計

　

画を検討するとともに、 地域の実態等に応じた啓発普及説明会を開催した。

区

　　

分 予算額 （円） 決算額 （円）

中央畜産会

　

委託費 ８５８，０００ ７４３，２５５



（１） 地域啓発普及促進委員会の開催
平成２９年１２月 １２日

（２） 説明会の開催
開催年月日 開

　　

催

　　

場

　　

所 参加者数 備

　

考

Ｈ２９．６．５ 別府市

　

養鶏団体連絡協議会研修会 ６２名

Ｈ２９．６．９ 大分市

　

養豚協会研修会 ６４名

Ｈ２９．７．３ 大分市

　

豊後牛生産者組織連絡協議会総会研修会 １４６名

Ｈ２９．１１．２４ 大分市

　

養豚協会研修会 ５７名

Ｈ２９．１１．２８ 別府市

　

養鶏団体連絡協議会研修会 ５４名

Ｈ２９．１２．１２ 大分市

　

馬飼養衛生委員会 ２０名

Ｈ３０．２．１９ 玖珠町

　

日田玖珠地域畜産研修会 ７６名

Ｈ・３０．２．２１ 豊後大野市

　

肉用牛振興大会 １７４名Ｈ３０．２．２１

　　

豊後大野市

　

肉用 牛振興大会

　　　　　　　　　

１７４名

１４． 牛せき柱適正管理等推進事業

　　

化製業者との間において、 牛せき柱分別供給契約を締結した上で、 牛せき柱を適正に

　

管理し、 適正管理の確認や作業者に対する指導・監督等を行う責任者を設置するととも

　

に、 研修会を自ら実施した食肉事業者に対し交付される促進費の交付事務に関する手続

　

き を 行 っ た。

ｉ

　　　

区

　

分

　

１予算額（円） １決算額（円） １

　

畜 産 副 産 物 協 会 委 託 費

　　　　　

２００，０００

　　　　　　

２１２，７１３

事業対象食肉業者

　　

１社

１５． 特定疾病予防接種推進事業

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）
事業収入 ６６，４０３，０００ ６６，９９５，８３７

国庫補助事業・協会単独事業実績

協議会名 牛六混 牛五混 イバラキ 流行熱 流行熱・イバラキ 異常産三混 ヘモフイルス

県中央 １，０５３ ０ １，０５３ ０ ０ １，１３０ ７９

県

　

南 ４，４７１ ５７２ ５，０５６ １，２８７ １，３５９ ４，２５０ ６５９

県

　

西 ２，９９４ １５ ３，０１２ ０ ０ ４，１６４ ９０

県

　

北 ８４８ ５６９ １，４４２ ０ ０ ３，２０６ ６７３

合

　

計 ９，３６６ １，１５６ １０，５６３ １，２８７ １，３５９ １２，７５０ １，５０１

協 議 会 名
ＮＤ ＮＤ工Ｂ

生 生
県中央（大分市） ６０ ０

県南地域（大野地区） ０ ８

県西地区 ０ ０

県 北

　　　

・ ０ ０

合

　　

計 ６０ ８

（単位：頭）



１６． 種畜精液保管譲渡推進事業

　　

豊後牛の生産基盤の確立及び豊後牛銘柄確立のため、 地域の実情に応じ大分県肉用牛

　

改良方針に沿った精液の保管譲渡を実施した。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）
事

　

業

　

収

　

入 １４，８１５，０００ １４，３２０，３４０

事務手数料収入 ９３０，０００ ９０１，６０４

支

　

所 譲渡本数 （本）
大

　　

分 ２，１９４

豊後大野 １，２４６

玖

　　

珠 ２，１２０

宇

　　

佐 １’７１１

合

　

計 ７，２７１

１７． 予防注射事故対策事業
手当金及び見舞金交付

な

　

し

１８． 自衛防疫普及啓発事業

　　

自衛防疫を推進するため、 家畜の疾病及び飼養衛生管理に関する研修会の開催や

　

啓発資料の作成・配布を実施した。

　　　

・ 生 産 者 向 け 「衛 生 記 録 手 帳」

　　　　　　　　

１，０５０ 部


